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秋田の盆踊りの学習における学習者の認知研究ナ
ーデジタルコンテンツを用いたダンス学習での自主的学習における学習者の認知の変化一

松本奈緒＊

秋田大学教育文化学部

本研究では，学習者の認知に着目し，自主的学習を促進するデジタルコンテンツを用い

た秋田の盆踊りの学習において，学習者の認知の特徴と変化について明らかにすることを

目的とした（対象は大学生)．方法については，数学科教育の分野でメタ認知を促進する

ために用いられたふきだし法（亀岡，１９９２；1996）を体育科教育分野に応用し，学習者が

盆踊りを学習する際の認知を測る調査紙として用い，ふきだしに学習者が記入した自由記

述データをカテゴリー化しマッピングすることを行った抽出したデータは全335回答で

あり，１時間目は84回答，２時間目は52回答，３時間目は84回答，４時間目は115回答であっ

た．１時間目には，動きの特徴を客観的に述べる記述（36回答)，ＤＶＤで学習した衣装・

装束について（８回答）盆踊りの一般的知識について（６回答）の認知記述が多く，２時

間目には動きの特徴を客観的に述べる記述（17回答）だけでなく，動きのポイントや特徴

を意識する認知記述が（31回答）増えたさらに３時間目，４時間目には動きのポイント

や形容詞や動詞などで動きを意識する認知記述（３時間目は48回答，４時間目は72回答）

が増え，３時間目よりも４時間目の方が学習者がより詳細な動きの特徴を抽出し意識でき

ていることが明らかになった．このことから，本実践により，学習者の認知カテゴリーは

学習が進むにつれて多種になり，動きを客観的に捉えることから，運動の行為者として一

人称で運動を捉え，詳細にわたって動きを意識し運動のポイントを整理できるように変化

したことが分かった．

キーワード：学習者の認知，ダンス学習，秋田の盆踊り，デジタルコンテンツ

１．はじめに

学校体育においては「できる」（技能)，「かかわ

る」（社会性の側面)，「わかる」（認知側面）の目

標が掲げられている．「わかる」（認知側面）能力

は子どもの学習における見通し形成と綿密に関わ

り，学習者の自主性を尊重した体育学習の重要な構

成要素のひとつである．認知とはＧａｇｅとBerliner

(1992)によると「人間の思考の全ての道筋｣であり，

Peterson（1988）によると「思考過程」とほぼ同意
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義に使用されている（Solomon,2006,ｐ226)．学習

においては自主的な学習において学習者が学習対象

や課題に対し，どのように捉え，思考していくか重

要なキーとなり，これらを研究によって明らかにし

ていくことは意義があるといえよう．学習者が主体

的に，目的意識を持って学習対象に取り組むために

は，次のような認知活動が要求される．①習得の対

象となる運動の客観的・技術的な課題性が分かるこ

と，②現時点での自己の運動がどうなっているのか

が分かること，③その課題を達成するための手段や

方法が分かること（岩田，2005,ｐ72)，である．ま

た認知研究の分野から認知できることは次への目標

を明確にし，自分の学習を振り返り，チェックし，

次への課題を見つけるというメタ認知システムに不
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可欠であることが報告されている．このように認知

というのは学習者の主体的な教育活動に関して重要

な役割を担うのである．

ところで子どもの主体的な運動を支援するひとつ

の方法として，学習資料の活用がある．特に体育学

習においては，運動を行う際に学習カードを運動習

得のための課題やポイントについて把握し，自分の

運動を客観的に判断する材料として用いることが多

くある．さらに近年，ビデオカメラやコンピュータ

の普及に伴い，図や写真を用いた学習カードのよう

な二次元の資料だけでなく，映像を用いた三次元の

資料を用いることが可能となってきた．とりわけ文

部科学省は2000年，各教科の授業を，コンピュータ

やインターネットを道具として活用することによ

り，学習者にとって分かりやすいものにする教育の

情報化の方向性を強調し，近年では体育領域では映

像を用いた副読本づくりを推奨している．また，今

井・野島（2003）はテクノロジーを活用することで

自発的で能動的な学習を促進し，学習に対して意識

的になるとともに，自分自身の学習を振り返ること

を助ける道具ともなりうることを述べている．また

賀川（2006）はデジタルコンテンツの役割として

教育支援を挙げ，体育学習に関わるコンピュータを

用いてデジタルコンテンツを用いることの可能性を

他研究のレビューを行いながらまとめている．この

ように学校教育，学校体育分野において紙媒体の資

料だけではなく，映像やＣＧ等マルチメデイア化し

た資料（デジタルコンテンツ）が着目されているの

である．

ダンス・表現運動領域においても，グループ学習

を中心とした自主的活動が主に行われ，学習者が主

体となって学習対象となるダンスの動きや質を捉え

たり，イメージや自分のアイデイアから動きを生み

出す活動が行われ，その際の手がかりとして学習資

料が用いられている．ダンスの活動においての学習

資料の内訳として①学習の対象となるダンスの動き

そのものを示す資料，②発想の多様性を広げるイ

メージや動きの資料，③自分なりの動きの展開や組

み合わせを記入し学習者創作活動を支援する資料，

④自己や他者を評価するための資料がある．これら

大多数は紙媒体の資料であり，デジタルコンテンッ

を用いた学習資料が用いられることは多くはない．

しかし，デジタルコンテンツを用いてダンスの学習

を支援し，その学習の結果をまとめた実践研究がい
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くつかある．高橋（1994)，前田（2008）はモダン

ダンス，コンテンポラリーダンスの同年代のコン

クール入賞作品(全日本高校･大学ダンスフェステイ

バルの作品）やプロのダンス作品を鑑賞させ，鑑賞

後アンケート調査を行っている．アンケート調査の

自由記述の内容分析により，鑑賞後学習者のダンス

への興味・関心が増し，ダンスの多様性への気づき

やダンス観の拡大し，ダンスに対する新鮮さを感じ

ることが明らかとなった．安藤ら（2004）は小学校

低学年の児童を対象とし，表現運動の創作活動にお

いてアンケート調査を行っている．ここではＰＣ上

のデジタルコンテンツを題材のイメージを膨らませ

るための資料として，または他の子どもの動きを閲

覧するための資料として用い，子どもの興味・関心

が高まり，動きの多様性を広がったことが明らかに

なった桂（2008）は大学生を対象として秋田県の

西馬音内盆踊りの学習において，モーションキャプ

チャ技術を応用したＣＧの手本と熟練者（保存会の

指導者）の手本による指導の両方を体験する授業を

展開し，両者の指導形態の差異や学習者の受けとめ

方についてアンケート調査を行ったその結果とし

て，結果，ＣＧによる手本は大体動きの感じがつか

める，分かりやすく何度も見られる，角度を変えら

れるのがよいといった点が利点であり，手等の細か

い動きが分かり難い，部分練習ができないところが

学習し難い等の限界点があることが分かった．一方

で保存会の指導者による指導は学習者の分からない

点や違う所など重点的に教えてもらえるのが良かっ

たこと，動きのイメージを伝えるアドバイスと共に

指導を受け分かりやすかった所が利点として明らか

になった松本（2010,2012）は大学生を対象とし

て毛馬内盆踊り，一日市盆踊り，ドンパン踊り等の

秋田の盆踊りのＤＶＤ等を用い（モーションキャプ

チヤ技術を応用)，盆踊りをグループ毎に選択して

学習する単元の効果と限界点を明らかにした．この

研究から学習者の65～70％がデジタルコンテンツを

用いた盆踊りの授業を好意的に捉え，形成的授業評

価により成果次元と学び方次元のスコアが高く，学

習者に評価されたことが分かったまた，選択肢に

より選ぶアンケート調査によって，振り付け，動き

の流れ,形についてはこの形態の学習で分かったが，

身体のどこに力を入れて動くか，動きのコツやポイ

ントについては分からなかったと学習者が感じてい

ることが明らかとなった．大体の形を覚えるのには
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よい，繰り返し見れるので覚えやすいといった利点

を感じる学習者がいる一方で、教師や踊りのできる人

に教えてもらう方がよい DVDを見るだけでは分

からない，使用が難しいと考える学習者も少数であ

るが存在したことが明 らかにな った さらに前田

(2008) ，松本ら (2012)は学習対象を明確にする資

料としてだけではなく。 学習者が学習過程の自分の

動きを確認することのできるシステムを用いて学習

支援を行っている.その結果，前田 (2008)の研究

からは学習者が動きのダイナミクスについて意識で

きる手助けとなったこと (アンケートより )が報告

され，また.松本らの研究ではこのシステムを使用

した学習者の動きが熟練者により近づき (運動分析

からにより詳細に自分の動きを認識できたこと (ア

ンケート，インタビ、ユーより )カf明らカ、となった

したがって，これらの先行研究から，ダンスの学

習においてデジタルコンテンツは一定の限界はある

が， 学習対象となるダンスの多様性を知り，大まか

な動きを捉えるために効果的であることが分かっ

た また，学習者自身の動きをデジタルコンテンツ

を用いて確認することで より深い学習につながる

可能性があることが分かつた。しかしこれらの研

究の大部分は適宜行われるアンケート調査やインタ

ピ、ユーにより 学習者の主観によ って導かれる結果で

あり，学習の過程を追ってその成果について明らか

にしたわけではない また， 冒頭で述べたように学

習者が明確な目的意識持って学習に取り組んでいく

ために不可欠であり， 学習者の主体的な学習におい

て重要な役割を担っている認知に関して.詳細に研

究したわけではない.

そこで本研究では，学習者の認知に着目し，デジ

タルコンテンツを用いた秋田の盆踊りの自主的学習

において， 学習が進むにつれて認知がどのように変

化するのかその特徴と傾向について明らかにする こ

とを研究の目的とする なお，本研究においては学

習対象を秋田の盆踊りとし 一定の型を持った舞踊

の習得を目指した学習を行う .このような授業にお

いては，学習の過程において手本となる熟練者の動

きの特徴に気づき.それを模倣し最終的に自分なり

の踊りを踊ることが目指される そういった熟練者

の動きを示すための学習資料が用いられ， 学習にお

いて，手本となる動きや自分の動きについての認知

が学習の深まりを左右するため，それに関連した学

習者の認知を研究対象とすることを付記しておく
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2. 方法

2-1. 単元計画及び実施

本研究 では，全4時間 (90分授業)の計画で

DVDや熟練者一学習者比較ビューア等のデジタル

コンテンツを使用した秋田の盆踊りの授業を行い

(表 I参照)研究対象とした この単元は小学校教

諭免許取得希望者46名を対象とし，秋田大学教育分

化学部の教職関連科目である初等科体育llAにおい

て，実施した 学習者のほとんど(1名を除く )が

保健体育専攻生以外の教育文化学部所属の学生であ

り，教育や教師になることに興味 ・関心を持つがダ

ンス ・表現運動領域やスポーツの他の領域について

専門的な知識・経験を持たない学生であった また，

本授業の履修者のほとんどは前期に行った初等科

体育 IAを合わせて履修しており，簡単な日本と諸

外国のフ オークダンスを90分 x1時間程度の学習を

行っている 内容として取 り上げた秋田県内の盆踊

りは毛馬内の盆踊り (秋田県鹿角市毛間内)，一日

市盆踊り (秋田県南秋田郡八郎潟町)，角関川盆踊

り (秋田県大仙市角間町)，増田盆踊り (秋田県横

手市増田町)， ドンパン踊り (秋田県仙北郡中仙町)

の5種である.

本授業では学生の自主的学習による盆踊りの学習

を想定し グ ル ー プ学習 を中心とした. 1時間目の

グループ分けの際には， 全ての秋田の盆踊 りを閲覧

しその後受講者の希望によ って学習する盆踊りを

選択させ，グルーピングを行った.また， 1時間目

の授業の導入としてこれまで授業で学んだ日本の盆

踊りを復習し資{-'I.によ って日本の盆踊りの基本動

作について学習する活動を行った そして， PCの

操作やDVDの使用の方法，盆踊りの起源や歴史に

ついて学習した. 2， 3時間目はグルー プ毎に選択
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表 1 単元計画

1時間目 2時間目 3時間目 4時間目

1ウォームアップ 1.ウォームアップ lウォームアップρ lウォームアッフ。
2これまで習った日本の盆踊 2.グループj首動 2熟練者一学習者比 2グループ活動4

学 りの復習と基本動作の学習 3グループ毎に踊り 較ヒ、ユーア紹介 グループ毎に練習

習 3秋田の盆踊りのレヒ‘ューと を覚える、練習 3グループ活動3 3.発表会

グルーピング 4まとめ グループ毎に踊り 4.まとめ
活 4グループ活動 1 学習カード記入 を覚える、練習 学習カード記入

動 操作方法、鑑賞、歴史を知る 4まとめ
5まとめ 学習カード記入
学習カード記入

.---・ーーーー ---ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー--ーーーーー---ーー，司司ーー， --圃亭司圃.._----・ーー・・._-----ー・ー--ー，ー，
教 DVD DVD DVD 
具

DVD マルチアングルビューア マルチアングルビューア マルチアングルビューア

した盆踊りについて動きの習得や練習を行った (マ

ルチアングルビ、ユーアやDVDを使用).特に 3時間

目には。授業のはじめに熟練者と学習者のデータを

比較しその違いについて説明を行った 最終時間

である 4時間目には，練習した盆踊りの発表 ・鑑賞

会を行った(表 l参照).本研究はデジタルコンテ

ンツを用いた研究授業であり，その効果を確かめる

ための実証実験的意味もあったため，グループ活動

時の積極的指導は避けるようにしたまた， 2時間

60 

目は実習期間と重なり，多くの学生が欠席したため，

抽出できた認知の記述の全体数が少なくなったこと

を付記しておく.

2-2， 使用した教材

a. DVD 

熟練者の動きをモーションキャプチャで取り込み，

CGを用いて再現した学習用DVDである 動きを 3次

元データで取り込むことのできるモーションキャプ

チャの特性を活かして，動きを前や後ろ， ミラー等

様々な角度からみることができる 動きを繰り返し

みることができる，熟練者の映像と並べて CGを表

示できるなど表示方法にも工夫(表 2) がある ま

た，盆踊りの歴史，その地域の紹介と祭りの様子，

保存会の人の話。楽器の説明等のデータベースと共

に参照できる(表2)， 

b. マルチアンクJレビューア

モーションキャプチャで取り込んだ熟練者の動き

をPC上に3DCGで表示しゲームコン トローラー

で操作して学習者が好みに応じてアングルを変えら
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れるソフトを開発した．ズームや動きのスピード調

節（速く，遅く，コマ送り）等，動きを観察する際

に学習者が見やすく調節できる機能もつけた（注l)．

2-3．データ採取及び分析の方法

a，認知研究の方法とふきだし法

学習者の認知研究の方法は膨大な自己報告データ

の分析から行われる（Solomon,2006,ｐ23)．Solomon

によると分析方法は①オープンエンドの質問紙，②

インタビューとナラテイブ，⑤サンプリング法，⑥

思考一強調手続き等がある．研究対象も幅広く，有

能感やモチベーションについて，学習方略につい

て，概念形成と意味について（能力に関する概念形

成，知識関連の概念)，メタ認知と自己規制につい

て等である（Solomon,2006,ｐ,230-237)．その多く

は他の教科教育や認知心理学分野で研究が行われ，

体育分野での学習者の認知研究は萌芽分野でありそ

れほど多く行われているわけではない．特に知識関

連の概念化についての学習者の認知研究は数学等の

理数系の教科教育分野，他の教科教育分野に多い

(Solomon,2006,ｐ234)．佐伯（1980）は数学教育に

おいてベクトルの内容構造と学習者の認知構造を抽

出し比較した（佐伯980ａ；l980b；1981)．

亀岡は数学の分野で，授業後にふきだしのつい

た調査紙によって学習者の認知を採取する方法を

用い，問題を解く過程も含めて認知が正しく行わ

れているかどうか調査し，また，この方法を用い

ることで自分の数学の問題に対する解答のメタ認

知能力が向上に役立つという報告を行った（亀岡，

1992；１９９６；吉野他，2003)．佐々 木らは設計製図

の授業を履修した学習者を対象とし，製図を行った

際の学習者の認知をマッピングし，授業者の認知

マッピングと比較することで評価を行った（佐々木

ら，１９９７；岡本ら1999；2000)．さらに家庭科教育

分野において学習者に再生刺激法を用いて教材に

対する認知を調査し，教材の評価を行う研究（伊

藤，2000ａ；2000ｂ；2000c）が行われた体育分野

では，山本（1996）が打動作の技能習得に関わっ

て，大学のテニスの実技授業（半期，９０分授業）を

対象とし，練習内容の認識と練習の意図についての

オープンエンドの質問について自由記述分析を行う

ことで学習者の認知の変化についての事例研究を

行っている（山本，2006)．Ennis（2007）は構成主

義（constructivist）の立場から体育授業において

第34号2012年

学習者の認知に着目し，フィットネス教育において

の学習者知識の概念化について研究報告を行った．

ここでEnnisが用いた研究方法はフィットネスの知

識についてはい，いいえで答える調査紙やオープン

エンドの質問に自由記述で回答させる方法であった

(Ennis他，2007)．小黒・佐藤（2004）はリズム体

操の学習体験がどのような要素から構成されてお

り，また要素間の連関のプロセスに関する学習者の

認知を,学習者の自由記述分析から明らかにした(小

黒・佐藤2004)．大友は体育授業研究における再生

刺激法研究方法の検討を行い、この方法を適用した

場合のインタビューと質問紙を用いた場合の合致・

相異点を明らかにした（大友，2004)．

本研究においては，小黒・佐藤の用いた自由記述

から学習者の認知を抽出し，マッピングしていく方

法と，亀岡の用いたふきだしのついた調査紙を用い

て学習者の認知データを採取する方法を踏襲するこ

ととした．具体的にはふきだしの記入された自由記

述の調査用紙（資料l）に毎時間の学習終了後に被

験者に記入してもらい，その認知の内容について１

時間ごとにマッピングし概念図を作成した．この調

査用紙については，先行研究より，デジタルコンテ

ンツを用いた授業においては運動のコツやポイント

が分かりにくいといった事実がすでに明らかとなっ

ている（松本，2010）為，この点について多く学習

者の記述がみられるように例を示し誘導を行った．

認知内容のカテゴリー化及びマッピングに関しては

本研究者単独で行った手続きとしては，学習者が

ふきだしに記入した文章を一文全体として捉え，意

味を解釈し，共通項を見つけ，カテゴリー化を行っ

た．

なお，質的研究においては，研究者の考え方や学

習してきたことによりデータ分析のバイアスがかか

る場合がある為，研究者の簡単な履歴を記すること

が推奨されている（MarshallandRossman,2006)．

カテゴリー化とマッピングを行った本研究者は，舞

踊教育者であり，教育学的視点に立った舞踊研究者

であり，体育教育の視野に立った身体運動教育者で

ある．学部教育では舞踊教育を専攻し，舞踊教育の

教育学的意義や指導方法，民俗舞踊の実技や講義，

バイオメカニクス等の運動理論等を学習した．大学

院では体育科教育を専攻し，体育全般の目標やカリ

キュラム，指導方法や理論，学習者論等を修め体育

科学修士を取得した．
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一日市盆踊り
(秋田県八郎

潟町)

角間川盆踊り
(秋田県大仙

市角間川町)

増田盆踊り
(秋田県横手

市増田町)

ドンパン踊り
(秋田市大仙

市中仙町)

62 

保存会による踊り
(大の坂と甚句腕)
祭りの様子の映像
地蛾紹介
中車習メニュー

・盆踊りにl掬する知識

ー保存会による踊り
(デンデン Yク踊り

キタサカ締り 三勝
飾り )
祭りの様子の映像
地域紹介
練習メニュー
盆踊りに関する知識

表2学習に使用したDVD詳細

デンデンツク腕り キタ
サカ踊り 三l降締りの 3
綬類がある
苦からあ り 1804年にな
ると三勝踊りがf甘えた
秋IE県記録選択盤形民俗
文化財

歴史
。各師りの説明
歌詞について

。楽器について
。町について

映像で飾りを見る
号令で練習できる (映像と CGでの W
表示)
前検後上鋭 (左右対称)から動
きを観察する角度を選んで練習できる

。映像と CGでのW 表示を見ながら練習
音楽に合わせて通して練沼できる

映像かCGで締りを見る (選択)
ー足運びと全身の 2種類から選んで練習
ー前右.後上鋭 (左右対称)から動
きを観察する角度を選んで練習できる
映像と CGでのW 表示を見ながら練習
スロ 再生で号令に合わせて練習
音楽に合わせて通して練習できる

保存会による踊り
祭りの様子の映像
地域紹介

関が原の戦い 0600年)
で敗れ.角間川に移住し
た豪族が先祖供養の為に
伝えたのが始まり 明治
犯年 (1905年)には度廃
れるが!大正時代 (1912-
1926)に復活

t.Ie踊り慨袈と歴史| ・映像で踊りを見る
楽器と衣装 (笠を| 前検後上鋭 (左右対称)から卸J
かぶる きを観察する角度を選んで練習できる

練習メニュー 町について | 映像と CGでのW表示を見ながら料t習
盆踊りに関する知識

保存会による踊り
祭りの械子の映像
地域紹介
練習メニュー
盆踊句に附する知識

保存会による腕り
祭りの様子の映像

.地域紹介
・練習メニュー
ー盆踊りに関する知識

大仙市無形民俗文化財

。起源については古い記録
カさなく はっきりとした
ことは分からない
1443年に城の建設の際に
犠牲になった娘を供養す
るための念仏師りが原型

大正時代 (1912-1926)か
ら元I唄があったが!昭和
10年 0935年)に大衆向
けにアレンジ

ー昭和36年(1961年)に秋
田国体でマスゲームが行
われた

姉りの概要と歴史
・保存会について
釘jり手インタビュー
衣装と楽総
町について

円満造甚句が元l唄
ドンパン節の歌言語l
楽器と衣装
町について

資料 1I 日付献した叫 引

学繍$号 名前(

1 今までの紐厳ゃr秩園の盆踊りの学習』で学習した肉容を・相こ吹~..しのゆに鴎きのコツやポイント、 そ

の他知ラていることを怠るだけ1&<・舎込もう.

1 柵 先同 等 、、

¥J ¥ 

にコ

にづ
2. 1に・e込んだ司匹耳慣やその他を・考に~の・・曹のn.1II定や掌曹のまとめを行おう.

口三味線に合わせて斜『習
音楽に合わせて通して練習できる

映像で締りを見る
前，柑t，iま ， 上 鏡 (左お対称)から互理j

きを観察する角度を選んで練習できる
映像と CGでの W表示を見ながら練習
ゆっくりテンポの音楽に合わせて練習
できる

・通常テンポの汗楽に合わせて通 Lて練
習できる

映像で踊句を見る
前，柑i.炎上，鏡 (左右対称)から動
きを観察する角度を選んで練習できる
映像と CGでのW表示を見ながら練習
卸Jきの説明に合わせて 動きの練習が
できる
全編前奏 l唄部分磯子部分と部分
に分けて練習ができる

-音楽に合わせて通 Lて練習できる

秋田大学教育文化学部教育実践研究紀要



3．結果および考察

ふきだし法により，抽出できたのは１時間目は８４

回答（表３参照)，２時間目は52回答（表４参照)，

3時間目は84回答（表５参照)，４時間目は115回答

(表６参照）の全335回答であった．以下抽出された

認知についての分析結果と考察を述べる．

3-1．各時間毎の認知の傾向

１時間目の学習者の認知に関する記述の中で一番

多かったのは「動きの特徴」である（全36回答）（以

下表３参照)．なめらか，優雅に，流れるように等

の盆踊りに対する「全体的な印象」に関する形容詞

が多く，１６回答みられたまた，学習対象となる盆

踊りにどんな動作が多いのか，「動作」に関する回

答も多く見られた（１０回答)．またこのカテゴリー

に関連して，ゆったりした動作で一瞬足が止まると

ころがある，チョンが２回出てくる等の「動きのパ

ターン」に関する記述が見られた(３回答)．その他，

動きの特徴として，「速度｣，「強弱｣，「方向｣，「動

きの構成｣，「動きのよいところ｣，「多様性」といっ

たカテゴリーの回答がみられた（ｌ又は２回答)．

次に動きに関連して，指先はピンと伸ばす，止める

ところははっきり，大またで進まない等，「動きの

ポイント」に関する記述が見られ⑲回答)，流れ

るようの踊る等「形容詞十動く」，次に動詞に続く

ことを連想させるなめらかに等「形容詞十に」のカ

テゴリーが抽出できた．これを「動きの意識」とい

う大きなカテゴリーに分類することとした．次に

顕著なカテゴリーは「衣装・装束」と「音楽・楽

器」に関するカテゴリーである．「衣装・装束」に

ついては，顔を隠す．ほっかぶり，手ぬぐい，衣装

がすごい等の記述がみられた（８回答)．また，「音

楽・楽器」に関して，３，４番が魅力的，音楽が能

とか田楽に似ている，太鼓が重そう，楽器が３つ使

用されている等の記述が見られた（12回答)．さら

に，秋田の三大盆踊りや一日盆踊りは３つからなる

等の「一般的知識」（６回答)，詳しい起源は分から

ない，古くから踊られている等の「歴史」（２回答）

のカテゴリーが抽出された．その他，難しいという

印象に関する「難しさ」（２回答)，戦時中ですら踊

るほど思い入れがある踊りといった｢思い」(ｌ回答）

のカテゴリーが抽出できた．

２時間目に最も記述が多かったのは「動きの意識」

第34号2012年

である（全31回答）（以下表４参照)．１時間目同様，

手首の返し方がポイント，体重移動に気をつける，

足の移動の左右の区別をしっかりする等の「動きの

ポイント」に関する記述が多くみられた（15回答)．

また，なめらかな動きを意識する，なめらかに動く，

手の甲を意識等，「形容詞十意識する，動く」の組

みあわせであり，単なる動きの観察ではなく，運動

の行為者として一人称で動きと関係すると解釈でき

る記述がみられた（５回答)．それと類して，ゆる

やかに，足はこびは流れるように等語尾が動詞につ

ながることを予測できる，「形容詞十に」のカテゴ

リーも抽出された（２回答)．さらに「動きの意識」

では，指先はピンと伸ばすといった「動作」（２回

答)，手と足の動作をよく見て同時に動かす等「協

応性」（４回答),手を左右に動かす時前に進むといっ

た「動きのタイミング」（ｌ回答)，繰り返す時はな

めらかに動作へ行こう等の｢動きのつなぎ」(２回答）

のカテゴリーが抽出できた次に多かったのは「動

きの特徴」である（全１７回答)．「動きの特徴」とし

て，なめらか，きれいなといった動きの「全体的印

象」に関わる形容詞（３回答)，後ろに下がってい

く，足の動き方が個性的といった「動作」（９回答）

の特徴に関するカテゴリーが１時間目と同様みられ

たまた,１時間目同様,大きく分けて２つのパター

ンがある，踊りに規則性が見つかった等の「動きの

パターン」に関する記述（３回答）もあったその

他動きの特徴として「方向」（ｌ回答)，「終わり方」

(ｌ回答）のカテゴリーが抽出されたさらに，動

きに関して，手本をよく見ていると，細かい動きま

でよく分かるようになっているという「理解」や足

と手の連動が難しい，細かい動きが難しい等の「困

難な点」に関する記述がみられた．また，その他唄

にあわせればそれっぽく見える等「音楽との関連」

に関する記述が抽出できた．

３時間目に最も記述が多かったのは「動きの意識」

(全49回答）である（以下表５参照)．１，２時間目

同様，足のさりげない動きに気をつけて，指先のし

なやかさがポイントだよ，後ろ体重にならないよう

に等「動きのポイント」（10回答）に関する記述が

多かった．また２時間目同様，なめらかに等，語尾

変化が動詞につながると考えられる「形容詞十に」

(２回答）のカテゴリー，それに加え，なめらかに

動く，音にあわせてゆったりとした動きを心がける

等「動詞十意識する，動く」（６回答）のカテゴリー

6３
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6４

全体的な印象

（形容詞）｜（形容詞）｜
なめらか(5)優雅に(4)

流れるように、流動的(3)

激しくない(3)

力強さ(1)

ｎ＝１６

速度

強弱

衣装・装束

表３１時間目の学習者の認知図（全84回答）

動きの特徴

動作

手の動きが多く、足の動きが

少ない(2)

足の動きが多い(3)

足を長時間上げる(1)

手の動きが複雑(1)

手の返し(2)

手と足の動きの組み合わせ

(1)

ｎ＝1０

E恥
動きの構成

一日市は３つの盆踊りから構成

(1)

ｎ＝１

音楽

n＝３６

動きのパターン

ゆったりした動作で一瞬足が

止まるところがある（１）

チョンが２回出てくる(1)

手と足の動きの組み合わせ

(1)

ｎ＝３

動きのよいところ

腕や足を回した後の切れがいい

(1)ｎ=１

多様‘性

秋田県には様々な特徴を持った盆

踊りがある(1)

３つの踊りともそれぞれ違いがあ

る(1)ｎ=２

一般的知識

形容詞十に

なめらかに(1)

振る、おろすなどの

動きは、出来るだけ

流れるように(1)
ｎ＝２

形容詞十動く
ノレ戸口,.」１割、｜

流れるように踊る

(1)

優雅に足運びをする

(1)

ｎ＝２

動きの意識
n＝１３

動きのポイント

指先はピンと伸ばす

(1)

止めるところははっ

きり(2)

大またで進まない

(1)

足は歩くように(1)

片足だけで立つバラ

ンスが大切(1)

手と足の動きの組み

合わせ(1)

ゆったりとしなやか

に体を動かそう(1)

しなやかな手の動き

がポイント(1)

ｎ＝９

難しさ

難しい(2)ｎ=２

顔を隠す、ほっかぶり(4)

手ぬぐい（２）

着物がすごい(1)

衣装が様々(1)
ｎ＝８

3,4番が魅力的(2)
５番まで(3)５番は踊れない(1)

音楽が能とか田楽に似ている(1)

音楽が男の人の声で雰囲気が異なる

(1)

太鼓が重そう(2)

太鼓は３０kg１人が持つ(1)
楽器３つ使用されている(1)

ｎ＝1２

秋田の三大盆踊り(3)

一日市盆踊りは３つからなる(1)

念仏踊り(1)

全国的に有名(1)
ｎ＝６

思い

戦時中ですら踊るほど,思い入

れのある踊り(1)
ｎ＝１

全体の印象

(形容詞）

なめらか(2)

きれいな(1)

ｎ＝３

１

終わり方

歴史

詳しい起源は分からない(1)

古くから踊られている(1)
ｎ＝２

表４２時間目の学習者の認知図（全52回答）

動きの特徴

動作

後ろに下がっていく(1)

足の動き方が個性的(1)

片足を上げることが多い(1)

手はさし出す感じ(1)

手は開いて閉じてそして楕円

の動きをしている(1)

方向

n＝1７

指先を閉じている(1)

右、左の手が違う向き(1)

手がクネクネしている(1)

足は左から動くことが多い(1)

､＝９

動きのパターン

最後は足をそろえる

(1)

ｎ＝１

あまり先に進まず方向

を変えることが多い(1)

ｎ＝１

大きく分けて２つのパターンの動き

が見られる(1)

踊りに規則性が見つかった(1)

パターンがある(1)

ｎ＝３

音楽との関連 困難な点

足と手の連動が難しい(1)

細かい動きが難しい(1)

一番最後の腕の動きが一番

難しい(1)

手の動き方はよく見ると難

しい(1)

腰もきつい(1)
ｎ=５

理解

手本をよく見ている

と、細かい動きまでよ

く分かるようになって

いる(1)

ｎ＝１

その他

円満造はえまぞうと読む(1)

田んぽの様子が目にうかぶ(1)
ｎ＝２
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表５３時間目の学習者の認知図（全84回答）

動きの特徴
n＝２５

細部の印象

「
(形容詞）

指先のなめらかさ

(1)

足はゆるやかな動

きが多かった(1)

ｎ＝２

１

手 の角度は八の字

(1)

手の動きがとてもや

はり細かい(1)

足先もやはり細かい

(1)

最後足が前にでる

(1)

動きの習熟

だんだん細かい所に動

きが伝わる(1)
ｎ＝１

困難な点

届

動作

上半身はあまり動かさ

ない(2)

足の動きが独特(1)

足は交互(1)

踊りながら少しずつ歩

く(1)

左足をとても使う(1)

足の動き、左足を出し、

右手を使う(1)

そんなに動きがないが、

手の動き（返し）が速い

(1)

重心が低い(3)

手はピッと伸ばす動き

が多く、堂々としていた

(1)

ｎ＝１６

動きのパターン

足は１回右に引く、

足は出すの繰り返

し(1)

足は右左右と左右

左の順(1)

動きは大きいとこ

ろと小さいところ

があった(1)

同じ振り付けを３

回半繰り返し(3)
パターンは基本左

から(1)

ｎ＝７

I語
音楽との関連

|野

罵思
着物と動き

の関係

表６４時間目の学習者の認知図（全115回答）

「

ｎ－

動きの特徴

全体の印象

(形容詞） ~’
流動的な動き(1)

動きが少ないが上

品(1)

なめらか(1)

指先のしなやかさ

と伸び(1)ｎ=４

速度

ゆっくり動いている

(1)ｎ=１

パターン

繰り返しが多い(1)
パターンは３通り

(1)ｎ=２

動作

手のひらの表か裏かの表現(1)

手のひらの返しが細かい(1)

親指はだいたい立てている(1)
足を上げるのはお客さん側だ

け(1)

振りは大きすぎず小振りでひ

らひらと(1)

足がつくのと同時に手首を返

している(1)

手の動きによって足の動きや

左右も反対になったりする(1)
手は横にスーツと動かせる(1)

手の動きは一連の動作で(1)

動きの変わり間の流動性(1)

顔は少し上向き(1)

手のひらの返し(2)

足の運び方(1)ｎ=1４

差異

踊りによって

速さ、動きが違
う(1)ｎ=１

F託
速さ

原曲は速い(1)

テンポにのる(1)

見本より速く進ん

でしまった(1)ｎ=３

表現

上品さを表現(1)

浄を表現(1)ｎ=２

音楽

音楽に合わせて(2)
ｎ＝２

第34号2012年

見せ方

腕をゆるやかに

大きく動かした

所の見せ方を工

夫(1)ｎ=１

個人差

進み方が人によっ

てi童う(1)ｎ＝１

リズ．ム

リズムに合わせて

(３）ｎ=３

タイミング

動きのタイミ

動作動作

体をひねる(1)

膝曲げる(1)

膝を軽く曲げながら(1)

指先はそろえる(4)

足は右引き左出す(1)

腰を少し落として(1)

手のひらは外向きにして

踊る(1)

足は前後に大きなアクシ

ョンで出す、引く(1)

脚は内にクロスするよう

に前に出す(1)

肩を上下にあまり動かさ

ない(1)

足は上げるところや前に

出すところをしっかり気

をつける(1)

足の先にも気をつけて(1)

手の向きをしっかり考え

る(1)

手のひらの向きを意識し

て踊る(1)

ひじは伸ばしすぎない(1)
ｎ＝1８

困難な点

動きの意識

形容詞十に、で

指先はしなやかに

手はしなやかに(4)

優雅に(1)

なめらかに上品に(1)

足はどかんと動かさ

ず、なめらかに(1)

手の動きを繊細に(1)

手の動きは流れるよ

うに(1)

やさしく(1)ｎ=1０

形容詞十意識

する、動く

なめらかに手を動かす

(6)

しなやかに踊る(1)

できるだけひらひらと

返すように動かす(1)

楽しそうに踊ること(1)

ゆっくりと踊る(2)

力』を入れすぎず踊る(2)
ｎ＝1３

見ないでやると難しい(2)

５番まで覚えるのは難しい(1)
ｎ＝３ 雁

安易な点

2番覚えやす

い(1)ｎ=１

2番覚えやす

い(1)ｎ=１ [壷|壷

動きのポイント

手の向きがポイント(1)

足は左、右と大体交互に動かせばいい(1)

足先や膝の動きをよく観察すると踊りのペ

スがよくつかめると思う(1)

足の左右に気をつける(1)
始めが大切(1)

手のひらと甲をみせるタイミング、切り替え

意(1)

細かい動きを丁寧に行う(1)

ゆったりとした動きが大切(1)
小さく踊るが形ははっきり(1)

指先をきれいに手先はきちんと伸ばそう
入り手の動き(1)

足の運びと合わせる(1)

動きを止めるところも重要(1)

止まるところは、きちんと止まろう(1)

円を小さくしないようにする(2)

大きく振りをした方が見ばえがよい(2)

手と足のテンポ合わせるｎ=1８

視線 向き

進逝ｱー ｦﾗー 両~'て体を 口

目I帝§ち(1)

目線は上に(1)

視線は指の先(1)

目線(1)

手の方向に顔を向ける

(1)ｎ=５

けたり戻したり(1)

円にな

き(1)

った時の晴

円の中心か外側(1)

横向く(1)ｎ=４

協応‘性

腕ど~足~丙;厘動⑭

ｎ＝‘
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も抽出できた．また，膝を曲げる，右足は出しっぱ

なしでなく引く等の「動作｣，足は手を挙げる時に

一緒に引く等の「協応性｣，手の先を意識，顔の向

きも意識等の「身体の部位，特徴十意識する」等の

より詳細に運動の行為者として一人称で動作を認知

するカテゴリーも抽出できた．その他動きの意識と

しては，「速度｣，「視線｣，「向き｣，「隊形｣，「皆で」

のカテゴリーが抽出できた．次に記述が多かったの

は「動きの特徴」（全25回答）であった．この大カ

テゴリー下には，上半身はあまり動かさない，足の

動きが独特，手の角度は八の字等「動作」に関わる

記述が多く（１６回答）みられた．また，足は一回右

に引く，足は出すの繰り返し等の「動きのパターン」

(７回答)，指先のなめらかさ等「細部の印象」を形

容詞で示したものがあった（２回答)．また，その

他のカテゴリーとして，片足を軸としてくるりと回

る所が難しい等の「困難な点」（２回答）を自覚す

る記述，だんだん細かい所に動きが伝わるといった

｢動きの習熟」（ｌ回答）に関する記述，向きが違っ

たといった自分の「誤り」に気づく記述（ｌ回答）

もみられたことが分かった．さらに具体的な記述は

ないが意識するといた｢意識｣(ｌ回答)のカテゴリー

もあったその他,「音楽との関連」（２回答),「知識」

(ｌ回答),「着物との関連」（ｌ回答),「痛み」（ｌ回答）

のカテゴリーが抽出できた．

４時間目に一番記述が多かったのは，「動きの意

識」（全72回答）であった（以下表６参照)．このカ

テゴリー下で一番記述が多く見られたのは体をひね

る,膝を曲げる等｢動作｣であった(全18回答)．また，

１，２，３時間目と同様，手の向きがポイント，足は

左，右と大体交互に動かせばいい，足先や膝の動き

をよく観察すると踊りのペースがよくつかめると思

う等「動きのポイント」（１８回答）に関する記述も

多かった．さらに指先はしなやかに，なめらかに上

品に等動詞につながるように語尾変換した「形容詞

十に，で」について（１０回答)，なめらかに手を動

かす，しなやかに踊る等「形容詞十意識する，動く」

についての記述（13回答）もみられた．さらにこの

大カテゴリー下では，目はふし目がち等の「視線」

についての記述（５回答)，進む方向に体を向けた

り戻したり等の「向き」(３回答),腕と足の連動(４回

答）等についての記述がカテゴリーとして抽出でき

た．次に記述が多かったのは，「動きの特徴」（全２１

回答）であった．このカテゴリー下で一番記述が多

6６

かつたのは，手のひらの表か裏かの表現，手のひら

の返しが細かい等「動作」を観察した記述であった

(１４回答)．また，流動的な動き，動きは少ないが上

品に等｢全体の印象｣を形容詞で記述した回答があっ

た（４回答)．さらにこの大カテゴリー下では，「速

度」（ｌ回答)，「パターン」（２回答）に関する記述

があった．４時間目の授業では他に，踊りによって

速さ，動きが違うという「差異」（ｌ回答)，見ない

でやると難しい等「困難な点」（２回答)，２番覚え

やすいといった「安易な点」（ｌ回答)，進み方が個

人によって違うといった「個人差」（ｌ回答）等動

きの気づきに関する記述がみられた．さらに，上品

さを表現，静を表現等「表現」（２回答）に関する

記述，腕を大きくゆるやかに動かした所の見せ方を

工夫等「見せ方」（ｌ回答）に関する記述もみられ，

学習者が表現の方法や見せ方の点まで認知している

ことが明らかとなったそして｢音楽」(ｌ回答),「楽

しさ」（ｌ回答)，「速さ」（３回答)，「リズム」（ｌ回

答)，「タイミング」（ｌ回答)，「皆で」（ｌ回答)，「長

さ」（１回答)，「覚える」（ｌ回答)，「個人差」（ｌ回答）

といったカテゴリーも抽出できた．

3-3．単元を通した認知の内容の分析

a、全体のカテゴリー数の増加と内容の変化

ふきだしに書かれた認知記述の数については，

１時間目は全８４，２時間目は全５２，３時間目は全

８４，４時間目は全１１６と盆踊りの学習を通じて学習

者が多くの事項を認知でき，また，欠席者の多かっ

た２時間目には減少したものの単元最後の４時間目

には認知した事項が増大したことが分かったカテ

ゴリーの数についても,１時間目は９カテゴリー（１６

小カテゴリー)，２時間目は７カテゴリー（１５小カ

テゴリー)，３時間目は１０カテゴリー（22小カテゴ

リー)，４時間目は１６カテゴリー（24小カテゴリー）

と時間を追うごとにカテゴリーの数もおおむね増加

し，学習者の認知が多種になったことが分かった

b，１時間目特有の認知カテゴリー

１時間目の認知図において，他の時間にあまりみ

られず，特徴的なカテゴリーは「一般的知識｣，「歴

史｣，「衣装・装束｣，「音楽・楽器｣，であった．秋

田の三大盆踊りや一日盆踊りは３つからなる等の

｢一般的知識｣，起源は分かっていない，古くからあ

る等の「歴史」についてはＤＶＤの内容に含まれて

いるため，ＤＶＤの視聴を行うことを主な活動とし
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て行っていた１時間目にその内容が学習者の学習後

の認知として記述に表れたと考えられる．「衣装・

装束」に関する顔を隠す．ほっかぶり，手ぬぐいに

ついては，学習対象とした毛馬内の盆踊りが身分の

差の関係なく盆踊りに加われるように手ぬぐいで顔

を隠して踊る踊りであり，それが学習者の印象に残

り記述として表れたと推察できる．「音楽・楽器」

に関する３，４番が魅力的，楽器が３つ使用されて

いる等の記述は視聴したＤＶＤの中に唄や楽器に関

する解説もあり，その内容に関連した事項が記述に

表れたと推察できる．また,太鼓に関するカテゴリー

は毛馬内の盆踊りの嚇しが直径２メートル程の大太

鼓を使用するものであるため，そのカテゴリーが記

述に表れたと推察できる．

c・動きについての認知

１時間目にみられるのは，体の動きがなめらか，

指先はピンと伸ばす等，全体の特徴や特徴的な動き

を捉えた単純な記述が多い．しかし，２時間目には

右，左の手が違う向き，手が流れる時に前に進む，

止める所動かす所のメリハリ，３時間目には右足は

出しっぱなしではなく引く，足のさりげない動きに

気をつけて，足は手を挙げる時に一緒にひく，４時

間目には，振りは大きすぎず小振りでひらひらと，

膝を軽く曲げながら指先はそろえる，手のひらと

甲をみせるタイミング切り替え注意等，より細部や

他の部位との協応を捉えながら記述が詳細に変化し

た．ここから学習者の認知が時間を経るにつれて，

より詳細に動きを捉えられるように変化したことが

分かった．

ｌから４時間目全てを通して,「動きの特徴」と「動

きの意識｣に関する認知カテゴリーが多くみられた．

単元の前半である１，２時間目は動きを観察した動

きの特徴が多く，単元後半に進むにつれて，動きの

意識の記述が増えた．「動きの意識」においては，

１時間目から４時間目まで通してみられる「動きの

ポイント」に加え，自分を主語にしてつながる動詞

で成り立つ「動作｣，「形容詞十意識する，動く」の

カテゴリー，次に動詞がつながるように語尾変換し

た「形容詞十に，で」のカテゴリーに関する記述が

時間を追って増えていった傾向がみられた．このこ

とから，学習者は単元の前半は動きをありのままに

客観的に捉えることが多かったが，単元の後半にな

り，練習を重ねていくにつれて，動きを実感として

一人称で捉え，意識することが多くなったことが推

第34号2012年

察できる．

また，認知カテゴリーの内容は１時間目（１３回答)：

｢動きのポイント｣，「形容詞十に｣，「形容詞十動く」

→２時間目（31回答）：「動作｣，「動きのポイント｣，

｢形容詞十に｣,「形容詞十動く，意識する｣,「協応性｣，

｢動きのタイミング｣,「動きのつなぎ｣→３時間目(４９

回答):｢動作｣,「動きのポイント｣,「形容詞十に｣,「形

容詞十動く，意識する｣，「身体の部位，特徴十意識

する｣,｢協応性｣,「視線｣,「向き｣,「速度｣,「隊形｣,「皆

で」→４時間目（72回答）：「動作｣，「動きのポイン

ト｣，「形容詞十に，で｣，「形容詞十動く，意識する｣，

｢視線｣,「向き｣｢協応性｣と変化した．このことから，

動きの意識については量は時間を追うごとに，カテ

ゴリーは３時間をピークに後半に向かって増加して

いったことが分かった．さらに，１時間目は印象と

して困難さを感じるだけであった（｢困難さ」のカ

テゴリー）が，２～４時間目には，細かい点は難し

い，片足を軸にくるりとまわるところが難しい等ポ

イントを特定して困難な点を整理し認知できるよう

になった．それに加え，２時間目には手本を見てい

ると細かい所まで分かるようになっているといった

｢理解｣，３時間目にはだんだん細かいところに動き

が伝わるといった「動きの習熟」のカテゴリーがみ

られ，４時間目には上品さを表現等の「表現｣，腕

を大きくゆるやかに動かした所の見せ方を工夫と

いった｢見せ方｣のカテゴリーがみられるようになっ

た．このことから，学習者は動きの理解や動きの習

熟を実感しながら，最後の時間には方法を工夫しな

がら自分なりに表現していきたいと考えるようにな

り，学習が深まっていったと推察できた．

４．まとめ

デジタルコンテンツを用いた秋田の盆踊りの学習

において，ふきだし法により学習者の認知について

調査を行った抽出したデータは全335回答であり，

１時間目は84回答，２時間目は52回答，３時間目は

84回答,４時間目は１１５回答であった．１時間目には，

動きの特徴を客観的に述べる記述（36回答)，ＤＶＤ

で学習した衣装・装束について（８回答）盆踊りの

一般的知識について（６回答）の認知記述が多く，

２時間目には動きの特徴を客観的に述べる記述（１７

回答）だけでなく，動きのポイントや特徴を意識す

る認知記述が（31回答）増えたさらに３時間目，

４時間目には動きのポイントや形容詞や動詞などで
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動きを意識する認知記述（３時間目は48回答，４時

間目は72回答）が増え，３時間目よりも４時間目の

方が学習者がより詳細な動きの特徴を抽出し意識で

きていることが明らかになった．学習者の認知カテ

ゴリーは多種になり，時間を経るにつれてより動き

を詳細に認知するように変化した．学習者の認知の

中で特に多かったのは動きの特徴と動きの意識に関

する認知であり，学習が進み練習を繰り返すにつれ

て動作を観察し客観的に捉えることから，運動の行

為者として一人称で実感を伴って運動を捉える認知

へと変化した．また，学習が進むにつれて，困難な

点を整理でき，自分が動きを理解し，動きが習熟し

ていることも認知できるようになり，ついには表現

する事項や方法についても認知できるようになっ

た．以上のように本研究では，デジタルコンテンツ

を用いた秋田の盆踊りの学習において，学習者の認

知がより多様に詳細に深まっていったことが明らか

となった．

謝辞本研究ではマルチアングルビューア作成や

モーシヨンキヤプチヤデータ提供，授業実施

の準備等に関して斎藤龍一（秋田大学大学院

工学資源研究科修士課程大学院修了生)，柴

田傑（秋田大学大学院工学資源研究科博士

課程大学院生)，三浦武（秋田大学大学院

工学資源研究科准教授)，玉本英夫（秋田大

学大学院工学資源研究科教授),桂博章（秋

田大学教育文化学部教授)，海賀孝明（わら

び座ＤＡＦ）の協力を受けている．

付記本研究は総務省の研究補助金制度である，平

成２１．２２年度戦略的情報研究開発推進制度

（SCOPE）の支援を受け，地域ICT振興型研

究開発「超高齢化社会における技能継承のた

めのユビキタス手習所の研究開発」（玉本英

夫代表)の一環として実施されたものである．

注記）

注１本研究のデータ採取は筆者が2012年にまとめ

た論文（松本ら，2012）と同じ授業を対象と

している．従って，用いた教材はＤＶＤとマ

ルチアングルビューアの他に学習者一熟練者

比較ビューアがあった．しかしこの学習者一

熟練者比較ビューアはモーションキャプチャ
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によるデータ採取が必要で３名の学習者以外

使用することができなかった．本研究ではこ

の学習者一熟練者比較ビューアを用いた学習

者以外を対象として実験を行っている．また，

本研究で用いるデータは2012年に用いたデー

タと重複しないことを明記しておく．
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